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病院理念 「生命の尊厳とキリスト教の愛の精神」を重んじ、病める人を癒す、愛ある医療を目指します

東横連携だより

26NO.

聖マリアンナ医科大学東横病院

令和5（2023）年7月

日 頃より、地域のみなさま
には病病連携・病診連携

にご協力をいただき感謝いたし
ます。新型コロナウイルス感
染症を第8波まで経験し、5月8
日より感染症法上の位置づけを
季節性インフルエンザなどと同
じ「5類」へ移行されました。
これまで各病院等の役割に応じ
て対応してきましたが、感染症
と共に病床の逼迫や人員不足が
叫ばれ、問題は解決されないま
ま、幅広い医療機関が自律的な
対応に委ねられた形となってい
ます。また、今後起こるであろ
う新興感染症や災害、戦争の影
響など社会の不安定さは、地域

の皆さんの健康にも影響をもた
らすことが予測されます。地域
住民としてひとり一人の暮らし
を守るために、医療人としての
支援の輪を広げていくことに尽
力したいと思います。
　暗いニュースが多い中、3月
に行われたWBCの侍ジャパン
の優勝は、にわか野球ファンを
増やし喜びが今もその時の特
集が組まれるなど関心が高く、
人々に元気をもたらしていま
す。中でも二刀流大谷翔平選手
の活躍は言うまでもありませ
ん。源田選手の指が折れ曲がっ
ても出場する意欲など、並々な
らぬ優勝への思いは、感動とし

ていまだに波紋を広げている成
果と思います。今後は、ウイル
スによる“感染”ではなく、こ
のWBCの感動のように、医療
の現場で健康の回復として喜び
の感情の“感染”をこの地に広
げていきたいものです。
　さて現在、当院は附属病院・
クリニック間の機能・役割分
担・連携の再構築に取り組んで
おります。今後どのような役割
を担うか明らかになりました
ら、ご案内申し上げます。
　それまでは、これまでと変わ
らぬご支援を賜りますよう心よ
りお願い申し上げ、ご挨拶とさ
せていただきます。

聖マリアンナ医科大学東横病院

副院長・看護部参与　近藤　昭子

ウイルスの感染からウイルスの感染から
　喜びの感情の感染へ　喜びの感情の感染へ



栄養管理室では各診療科と連携を密にしながら
栄養管理を行っています

▲ ▲ ▲

 栄養管理室　室長　雑賀 華名子

　高齢者では加齢による筋
肉量の減少および筋力の低
下を指す「サルコペニア」
がしばしば問題になりま
す。近年、心不全では高齢

患者の割合が増加しており、心不全患者の30％程
度がサルコペニアとされています。身体機能が低
下し日常生活に支障をきたすほか、治療において
も障害をもたらします。サルコペニアの原因は、
加齢のほかに疾病や低栄養、低活動といった可逆
的なものがあります。心不全は低栄養と低活動の
リスクが高く、サルコペニアの予防や改善には、
疾病管理に加えて栄養と運動の介入も重要になり
ます。栄養では十分なエネルギー量とたんぱく質
の摂取が有効ですが、高齢者の喫食量を増やすこ
とは難しく、様々な角度からアプローチが必要で

す。また、心不全ではオーバーワークによる心不
全増悪に注意が必要であり、適切な運動療法が望
まれます。栄養と運動による効果を得るために
は、時間をかけて継続する必要があります。さら
に、サルコペニアは社会的あるいは精神的な脆弱
性にもつながり、しばしばフレイルともオーバー
ラップします。そのため、多職種による継続した
介入が重要となります。当院では2023年4月より
「心不全サルコペニア・フレイル外来」を設立
し、経験豊富な多職種の知識を集結させ、疾病・
栄養・運動に加えて、社会的支援や患者個々の背
景を鑑みて包括的にアプローチする取り組みを開
始しました。サルコペニア・フレイルの予防と改
善により患者さんが少しでも長く自立した生活を
送れるよう、特に患者視点のアウトカム改善を目
指して取り組んで参ります。

心不全サルコペニア・フレイル外来

▲ ▲ ▲

 心臓病センター　鈴木 規雄

 食品・栄養に関する情報が錯
綜し、間違った情報を取り入れ
てしまう患者様もいらっしゃい
ます。
 栄養相談では一つ一つ質問に
お答えし、その方
に最適と思われ
る食生活を具体
的にご提案して
います。

＊退院時に転院先や訪問診療の先生方に入院中の食事の情報（栄養情報提供書）を作成しています。

消化器内科・外科
食欲不振の入院患者様には個別対応食（マリア
ンナ食）の提供
胃切術後の栄養指導は１年間の継続フォロー
胃スリーブ術は術前・術後の減量サポート

脳神経内科・外科
術後・治療後の回復にNSTを中心とした栄養管理
嚥下障害の方には誤嚥しにくい嚥下食やトロミ
茶の提供、またその作り方をご家族に指導

循環器内科
心不全教室では減塩食の体験と啓蒙
退院カンファレンスではご自宅でも安心して生
活できる食事内容を多職種で検討
サルコペニア外来は栄養改善を目的に、食事・
栄養の摂り方や栄養補助食品を紹介

代謝内分泌科
糖尿病教室は食生活の見直し、血糖コントロール
改善のための食べ方、選び方などを指導
腎症外来では透析予防診療チームの一員として
定期的な継続指導



第5類に移行した新型コロナウイルス感染症の感染対策

　 ▲ ▲ ▲  

医療安全管理室　感染管理認定看護師　髙尾 あずさ

専門外来一覧 8：30～11：00 ／ 13：30～16：00
※土曜日は午前のみです2023.6月現在

診　　療
受付時間

専門外来 曜日 時間 予約

両立支援外来 木曜日
（第1） 午後 要

パーキンソン病
外来

木曜日
（第4） 午後 要

ジストニア・
ボツリヌス外来

月曜日
（第3） 午後 要

脳血管内治療外来 月曜日
水曜日 午前 要

神経難病外来 火曜日 午後 要

頭痛外来 木曜日 午後 なくても
可能

ヘルニア外来 水曜日 午前 要

肥満外科外来 水曜日 午前 要

ピロリ菌外来 火曜日 午後 要

肝臓疾患外来 金曜日
（第2・4） 午後 要

専門外来 曜日 時間 予約
ペースメーカー

外来 金曜日 午後 要

心不全サルコ
ペニア・
フレイル外来

水曜日 午後 要

SAS外来

月曜日（循環器）
火曜日 午後

要
木曜日

第2・4・5のみ 14時から

不整脈外来 金曜日
（第２・4） 午後 要

禁煙外来 水曜日
木曜日 午後 要

心臓血管外科 金曜日
（第2） 午後 要

CGM外来 月曜日～金曜日 10時～12時 要

糖尿病腎症
外来

水曜日
（第１・３） 午前

初診時は
代内初診を
予約

フットケア
外来 月曜日 午後

初診時は
代内初診を
予約

　2023年5月8日から新型コロナウイルス感染
症は、感染症法上の分類が2類から5類に変わり
ました。それに伴って新型コロナウイルス感染
症者は法律に基づく外出自粛や隔離対応はなく
なり、外出を控えるかどうかは推奨期間がある
ものの、個人の判断に委ねられています。新型
コロナウイルス感染症における濃厚接触者につ
いても、法律に基づく外出自粛を求められるこ
とは無くなりました。
　またマスクの着用についても2023年3月13日
以降、個人の判断に委ねられています。世間で
は日常生活の様々な場面で今まで我慢してきた
分、開放的になってきたのではないかとの見解
もあります。
　しかし5類に移行した後も、新型コロナウイル
スの感染性には何ら変化がないこと、当院では
高齢の方や基礎疾患を有する等、重症化リスク
の高い方々が通院や入院をされることから、入

り口での検温や手指消毒の実施、不織布マスク
の装着など5月8日以前より実施している感染対
策を引き続きお願いしております。また発熱症
状がある外来患者に対しては基本的に発熱検査
外来を受診頂き、陰性確認が取れた後に一般外
来への受診をお願いしております。
　今後とも当院における感染対策についてご理
解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。



聖マリアンナ医科大学東横病院
〒211-0063 神奈川県川崎市中原区小杉町3-435
TEL：044-722-2121（代表）
TEL：044-722-2216（医療機関向け・連携室直通）
FAX：044-733-6658（連携室直通）
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緊急のご紹介について

通常の診療・検査予約

　当院は救急指定病院として地域住民や地域医療に貢献すべく、各センターがホットラインを備え、救急隊
や近隣の医療機関からの要請に対し 24時間 365 日体制で的確な診断、迅速な治療を行うための体制を整
えております。

医療機関専用・各センターホットライン（医師直通）　各センターの医師が直接対応いたします

❶ お電話にてご希望日時を相談してください

▲

TEL：044-722-2216（医療機関専用・連携室直通）
❷ 紹介状（FAX用）をFAX送信してください

▲

FAX：044-733-6658（医療機関専用・連携室直通）
❸ 本予約後、予約票をFAXにて返送いたします　※原則30分以内に返送いたします

脳卒中センター 080-5498-9536（24時間）
消化器病センター 080-5498-9516（24時間）
心臓病センター 080-5498-9493（※）

※対応時間：月曜日～土曜日　8：30～17：00

救急外来 TEL：044-722-2121（代表）　FAX：044-722-1771（救急外来）

平素より東横病院との医療連携にご理解とご協力を
賜りまして誠にありがとう御座います。
コロナ禍が 4 年目を迎え、感染法上の位置づけが
5 類感染症に移行したことにより、コロナ対策は大き
な節目を迎えることになりました。地域の皆様に安
心してご受診いただけるよう職員一同努めて参りま
す。何卒、宜しくお願い申し上げます。（S.U）

医療支援連携室　受付時間（電話・FAX）

平日 8：30 ～ 17：30

土曜日（第２・４・５） 8：30 ～ 12：30

※FAXは24時間稼働しております。※時間外のFAX返送は、翌日または休診日明けとなります。

※内視鏡検査の1週間前のワクチン接種はお控えいただいております。ご不明な点等ありましたらお電話にて
お問い合わせください。

※ご来院の際には、症状の有無に関わらずサージカルマスクをご用意・ご着用の上、ご来院をお願いしており
ます。


